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　県立静岡がんセンター公開講座2019「そこが知りたい！　が
ん医療」（静岡新聞社・静岡放送主催、県立静岡がんセンター、三
島市、長泉町、裾野市、函南町、清水町、三島市民文化会館共催、
スルガ銀行特別協賛）の第５回がこのほど、同会館で行われまし
た。平嶋泰之婦人科部長が「子宮がんの予防と治療」、片桐浩
久整形外科部長が「骨軟部肉腫と骨転移の治療」と題し、
それぞれ講演を行いました。その概要をまとめました。
次回は今月31日に開講します。
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急
増
す
る
子
宮
頸
が
ん

女
性
の
生
殖
器
が
ん
に
は
卵
巣
が
ん
、

腟
が
ん
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
最
も
多
い

の
が
子
宮
が
ん
で
す
。
子
宮
が
ん
に
は
頸

が
ん
、
体
が
ん
（
内
膜
が
ん
）
の
2
種
類

が
あ
り
ま
す
。
子
宮

の
入
り
口
の
部
分

を
頸
部
と
呼
び
、
頸

部
上
皮
か
ら
発
生

す
る
の
が
頸
が
ん

で
、
子
宮
奥
の
内
膜
か
ら
発
生
す
る
の
が

体
が
ん
で
す
。

ま
ず
子
宮
頸
が
ん
か
ら
説
明
し
ま
し
ょ

う
。
年
間
1
万
～
１・２
万
人
が
罹
患（
り

か
ん
）
し
、
毎
年
３
千
～
４
千
人
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
特
徴
的
な
の
は
、
罹
患

者
が
20
代
か
ら
増
え
て
ピ
ー
ク
が
30
代
後

半
と
、
若
い
世
代
に
多
い
が
ん
で
す
。
主

原
因
は
、
性
行
為
に
よ
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
の
感
染
で
す
。

一
般
的
に
全
女
性
の
80
％
は
、
一
生
に
一

度
は
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
感
染
す
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
自
然
に
Ｈ

手
足
切
断
せ
ず
に
治
療
も

当
科
で
は
、
脂
肪
、
神
経
、
血
管
、
筋

肉
な
ど
の
軟
部
と
骨
か
ら
発
生
し
た
良

性
・
悪
性
の
腫
瘍（
肉
腫
）の
治
療
を
行
い

ま
す
。
肉
腫
と
は
、内
臓
や
血
液
、脳
、
皮

膚
以
外
か
ら
発
生
し
た
悪
性
腫
瘍
で
、
が

ん
の
一
種
で
す
。そ

の
ほ
か
、当
科
で
は

内
臓
や
血
液
の
が

ん
が
骨
に
転
移
し

た
際
の
治
療
も
行

い
ま
す
。

肉
腫
は
ま
れ
な
病
気
で
、
全
国
で
も
発

症
は
年
間
２
５
０
０
人
程
度
で
す
。
そ
の

た
め
稀
少
が
ん
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
体
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
、
幅
広
い
年

齢
の
方
に
発
生
し
ま
す
。
骨
に
発
生
す
る

肉
腫
は
10
～
20
代
に
多
く
、
軟
部
肉
腫
は

60
代
が
発
生
の
ピ
ー
ク
で
す
。
ま
た
、
肉

腫
の
種
類
は
非
常
に
多
種
で
あ
る
と
い
う

特
徴
も
あ
り
ま
す
。
種
類
が
多
い
た
め
、

治
療
は
病
変
の
組
織
を
取
り
顕
微
鏡
で
見

て
診
断
を
確
定
す
る
こ
と
（
生
検
）
か
ら

Ｐ
Ｖ
が
消
失
し
ま
す
が
、
約
10
％
は
持
続

感
染
と
な
り
、
こ
の
中
の
一
部
の
人
が
発

が
ん
し
ま
す
。

初
期
に
は
症
状
が
見
ら
れ
ず
、
あ
る
程

度
進
む
と
性
行
為
後
な
ど
に
出
血
が
生
じ

ま
す
。
さ
ら
に
頸
が
ん
に
は
タ
イ
プ
が
あ

り
、
約
７
割
が
扁
平
（
へ
ん
ぺ
い
）
上
皮

が
ん
で
、続
く
約
２
割
が
腺
が
ん
で
す
が
、

こ
れ
は
発
見
し
に
く
く
、
治
療
時
の
放
射

線
の
感
受
性
も
悪
い
が
ん
で
す
。

最
低
２
年
に
１
度
検
診
を

頸
が
ん
の
予
防
で
重
要
な
の
が
検
診
で

す
。
細
胞
診
を
行
う
と
高
確
率
で
が
ん
を

発
見
で
き
ま
す
。
こ
の
受
診
率
で
す
が
、

米
英
な
ど
で
は
80
％
前
後
と
高
く
な
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
国
で
は
わ

ず
か
約
40
％
で
す
。
頸
が
ん
は
早
期
に
適

切
な
治
療
を
受
け
れ
ば
、
ほ
ぼ
治
癒
が
可

始
ま
り
ま
す
。
針
を
刺
し
て
組
織
を
取
る

針
生
検
と
、
皮
膚
を
切
っ
て
組
織
を
取
る

切
開
生
検
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

内
臓
に
転
移
が
あ
れ
ば
抗
が
ん
剤
で
治

療
し
、
転
移
が
な
け
れ
ば
腫
瘍
を
周
辺
の

正
常
な
組
織
で
包
む
よ
う
に
し
て
大
き
く

切
除
す
る
広
範
切
除
を
行
い
ま
す
。
疾
患

の
悪
性
度
や
病
気
の
進
行
度
に
よ
っ
て

は
、
抗
が
ん
剤
治
療
や
放
射
線
治
療
を
併

用
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

骨
か
ら
発
生
す
る
代
表
的
な
肉
腫
は
軟

骨
肉
腫
、
骨
肉
腫
、
ユ
ー
イ
ン
グ
肉
腫
で

す
。
軟
骨
肉
腫
は
一
般
的
に
悪
性
度
が

低
い
の
で
、
手
術
の
み
行
い
ま
す
。
骨

肉
腫
や
ユ
ー
イ
ン
グ
肉
腫
は
悪
性
度
が

高
い
の
で
、
化
学
療
法
を
併
用
し
ま
す
。

１
９
８
０
年
代
以
前
は
、
こ
の
二
つ
が
診

断
さ
れ
る
と
、
即
患
部
を
切
断
す
る
と
い

う
時
代
で
し
た
が
、
当
時
の
５
年
生
存
率

は
わ
ず
か
10
％
と
い
う
、
ほ
ぼ
不
治
の
病

能
で
す
。
20
歳
を
超
え
た
成
人
女
性
は
、

最
低
２
年
に
１
度
は
検
診
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

頸
が
ん
の
予
防
に
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
副
作
用
の
点

か
ら
現
在
は
積
極
的
な
推
奨
対
象
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。
今
後
の
厚
生
労
働
省
の
動

向
を
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

治
療
方
法
と
し
て
、
前
が
ん
状
態
や
初

期
の
Ⅰ
Ａ
１
期
で
は
患
者
さ
ん
が
今
後
出

産
を
望
む
か
否
か
で
、
子
宮
を
温
存
す
る

子
宮
頸
部
円
錐
（
す
い
）
切
除
か
、
単
純

性
子
宮
全
摘
術
か
に
分
か
れ
ま
す
。
病
状

が
進
む
と
、
子
宮
の
摘
出
と
リ
ン
パ
節
の

切
除
を
行
い
ま
す
。

Ⅰ
Ｂ
～
Ⅱ
期
だ
と
手
術
と
放
射
線
治

療
が
行
わ
れ
ま

す
。
腫
瘍
が
大

き
い
場
合
、
広

汎
子
宮
全
摘
術

か
、
抗
が
ん
剤

と
放
射
線
治
療
の
併
用
療
法
が
行
わ
れ
、

再
発
予
防
に
化
学
放
射
線
治
療
も
追
加
さ

れ
ま
す
。
あ
る
程
度
大
き
い
手
術
だ
と
排

尿
障
害
、
尿
失
禁
、
リ
ン
パ
浮
腫
な
ど
術

後
の
合
併
症
が
出
て
き
ま
す
。
Ⅲ
～
Ⅳ
Ａ

期
は
手
術
の
適
応
に
は
な
ら
ず
、
同
時
化

学
放
射
線
治
療
を
行
い
、
Ⅳ
Ｂ
期
で
遠
隔

転
移
が
あ
る
場
合
は
、
放
射
線
治
療
と
抗

が
ん
剤
治
療
を
組
み
合
わ
せ
た
治
療
と
な

り
ま
す
。

放
射
線
治
療
に
は
外
か
ら
の
外
照
射

と
、
器
具
を
子
宮
内
に
入
れ
て
が
ん
に
直

接
当
て
る
腔
内
照
射
の
方
法
が
あ
り
ま

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
現
在
で
は
、
手
術
前

後
の
抗
が
ん
剤
治
療
（
化
学
療
法
）
と
広

範
切
除
手
術
を
行
う
こ
と
で
、
５
年
生
存

率
が
約
70
％
と
大
き
く
改
善
し
、
95
％
の

患
者
さ
ん
が
手
足
を
切
断
せ
ず
残
せ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
進
行
度
や
発

生
部
位
に
よ
っ
て
切
除
が
で
き
な
い
時
で

も
、
陽
子
線
治
療
と
化
学
療
法
を
併
用
し

て
著
し
い
治
療
効
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

骨
転
移
に
は
放
射
線
治
療

骨
転
移
は
内
臓
や
血
液
の
が
ん
が
正
常

な
骨
に
入
り
込
ん
で
骨
を
破
壊
し
、
Ｑ
Ｏ

Ｌ
（
生
活
の
質
）
を
大
き
く
低
下
さ
せ
る

症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
さ
ら
に
適
切

に
治
療
し
な
い
と
、
生
命
に
も
影
響
し
ま

す
。
ど
の
が
ん

も
骨
転
移
を
起

こ
す
可
能
性
が

あ
り
ま
す
が
中

で
も
肺
が
ん
、

乳
が
ん
、
前
立
腺
が
ん
は
骨
転
移
し
や
す

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
院
で
も
年
間

３
０
０
～
３
５
０
人
ほ
ど
、
新
し
い
骨
転

移
の
患
者
さ
ん
が
来
ら
れ
て
い
ま
す
。

骨
転
移
は
首
（
頸
椎
）、
腕
の
付
け
根

(

上
腕
骨)

、
背
骨(

胸
椎
、
腰
椎)

、
大

腿
骨
に
発
生
し
や
す
く
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴

的
な
症
状
が
あ
り
ま
す
。
上
腕
骨
や
大
腿

骨
で
は
初
期
に
は
痛
み
が
あ
る
の
み
で
す

が
、
進
行
す
れ
ば
骨
折
し
ま
す
。
背
骨
や

首
の
骨
で
は
初
期
に
は
首
や
背
中
の
痛
み

が
起
こ
り
ま
す
が
進
行
す
る
と
下
半
身
ま

す
。
最
近
は
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
（
強
度
変
調
放
射

線
治
療
）
と
い
う
、
病
巣
部
の
み
高
い
線

量
を
当
て
、
副
作
用
が
出
な
い
よ
う
に
他

の
場
所
の
線
量
を
減
ら
す
治
療
法
も
出
て

き
ま
し
た
。

頸
が
ん
の
放
射
線
治
療
に
は
抗
が
ん
剤

の
併
用
で
生
存
率
が
上
が
る
こ
と
が
証
明

さ
れ
て
い
ま
す
。
血
管
新
生
阻
害
剤
と
い

う
分
子
標
的
薬
も
治
療
成
績
を
一
層
高
め

て
い
ま
す
。

子
宮
体
が
ん
50
代
か
ら
増

子
宮
体
が
ん
は
子
宮
が
ん
全
体
の
約
６

割
を
占
め
る
ほ
ど
、
罹
患
者
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
直
接
的
な
原
因
は
、
女
性
ホ
ル

モ
ン
の
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
が
子
宮
内
膜
に
過

剰
な
刺
激
を
与
え
る
た
め
で
す
。
間
接
的

に
は
食
生
活
の
欧
米
化
、
少
子
化
、
晩
婚

化
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
症
状
と
し
て
、
閉

経
前
後
の
不
正
出
血
が
特
徴
的
で
す
。

発
症
は
50
代
で
一
気
に
増
え
ま
す
が
、

死
亡
率
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
体
が
ん
は

大
半
が
初
期
に
発
見
さ
れ
、
Ⅲ
期
ま
で
な

ら
5
年
生
存
率
も
高
い
た
め
で
す
。
ま
れ

に
リ
ン
チ
症
候
群
と
い
う
遺
伝
性
が
ん
の

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
疑
い
の
あ
る
方

は
、
遺
伝
外
来
の
あ
る
病
院
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
体
が
ん
の
検
診
は
、
50
歳
以

上
か
閉
経
後
で
出
血
が
あ
る
方
、
リ
ス
ク

因
子
の
あ
る
方
な
ど
が
対
象
で
す
。
正
診

率
が
低
い
た
め
、
内
膜
細
胞
診
で
陰
性
で

も
出
血
な
ど
の
症
状
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
婦

人
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

標
準
治
療
は
手
術
が
可
能
な
ら
手
術

を
、
再
発
危
険
因
子
が
あ
れ
ば
化
学
療
法

や
放
射
線
を
用
い
ま
す
。
近
年
は
お
な
か

に
小
さ
な
穴
を
複
数
開
け
、
カ
メ
ラ
や
鉗

子（
か
ん
し
）を
入
れ
て
腫
瘍
を
摘
出
す
る

腹
腔
鏡
下
手
術
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
手

術
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
患
者
さ
ん
の

体
の
負
担
が
少
な
い
の
で
す
。
当
院
で
は

今
春
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
も
導
入

し
、
順
調
な
成
績
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
近

い
将
来
に
は
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
患
者
さ

ん
個
々
の
遺
伝
子
の
変
異
を
調
べ
て
薬
を

選
択
す
る
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
が
ん
治

療
も
行
わ
れ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
宮
が
ん
の
予
防
と
治
療

骨
軟
部
肉
腫
と
骨
転
移
の
治
療

　

Ｑ　卵巣と子宮を全摘した後、医師からＢＲＣＡという遺伝子検査
を勧められました。それから分子標的薬も使いましょう、と言われ
ましたが、どのような薬でどんな副作用があるのかお聞きします。
平嶋　今年 6月から、卵巣がん初回治療での治療薬としてＰＡＲＰ阻
害剤が使えるようになりました。コンパニオン診断でＢＲＣＡ遺伝子
変異を調べないといけません。もし遺伝子変異が見つかった場合は、
ＰＡＲＰ阻害剤が使えます。使わない人と比較しますと、病気の進行
および死亡の危険を 7割ほど減らせます。副作用は一般の抗がん剤治
療より軽いのですが、強い貧血が 20％現れるので、注意が必要です。
Ｑ　転移にもいろいろあり、１カ所だけやもっとひどいのもあり、
痛みを伴っているのもあります。それらを分類して治療方針を決め
ているのか、あるいは医師の感覚で決めているのでしょうか。
片桐　当病院には、どのがんから転移してきたのか、内臓の転移はど
ういう状態か、血液検査の状態はどうなのか、過去にどんな治療を受
けているのか、それらを総合して点数を付けるスコアリングシステム
（片桐スコア）があり、患者さんの体力や病状の予想に基づいて方針を
決めています。体への負担がより少なく、期間が短い治療を行った方
が良いのか、あるいは時間がかかり体への負担が多くてリスクが大き
くなってもより根治に近い治療をした方が良いのか、それらを客観的
なデータで決めるようにしています。

会場では、当日寄せられた質問を中心に、質疑応答が行われました。
その一部を紹介します。

タウンミーティング 質疑応答

1986年三重大医学部卒。浜松医科
大産婦人科、静岡医療センターなど
の勤務を経て2002年から静岡がん
センター婦人科医長、08年より現職。
医学博士。日本産科婦人科学会専門
医、日本婦人科腫瘍学会専門医、指
導医。がん治療認定医。浜松医科大
臨床教授。1959年沼津市出身。

平嶋 泰之 氏
ひらしま やすゆき
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ひ
や
、
排
せ
つ
が
困
難
に
な
る
膀
胱
直
腸

障
害
が
発
生
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
抗
が
ん

剤
治
療
が
で
き
な
く
な
る
恐
れ
も
あ
り
ま

す
。
骨
転
移
の
治
療
は
放
射
線
治
療
が
中

心
で
す
。
放
射
線
治
療
に
は
痛
み
の
緩

和
、
骨
折
や
下
半
身
ま
ひ
の
予
防
、
が
ん

病
巣
の
縮
小
、
壊
れ
て
い
た
骨
を
再
生
さ

せ
る
と
い
う
四
つ
の
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。ほ
か
に
も
骨
折
し
た
場
合
の
手
術
や
、

骨
を
強
く
し
て
骨
転
移
を
抑
え
る
骨
修
飾

薬
、
抗
が
ん
剤
治
療
、
痛
み
の
緩
和
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
治
療
法
は
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
治
療
に
よ
る
効
果
は
目
覚
ま

し
く
、
例
え
ば
乳
が
ん
か
ら
腰
椎
に
骨
転

移
し
た
患
者
さ
ん
は
、
痛
み
が
強
く
寝
た

き
り
の
状
態
で
し
た
が
、
放
射
線
治
療
に

よ
り
骨
の
強
度
が
増
し
て
普
通
に
動
け
、

家
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
回
復
し
ま
し
た
。

ま
た
、
脊
髄
神
経
を
挟
む
よ
う
に
前
立

腺
が
ん
が
背
骨
に
転
移
し
、
手
足
に
ま
ひ

が
起
き
た
患
者
さ
ん
も
、
放
射
線
治
療
で

ま
ひ
が
改
善
し
ま
し
た
。
１
年
後
の
Ｍ
Ｒ

Ｉ
（
磁
気
共
鳴
画
像
）
検
査
で
病
巣
が
著

し
く
縮
小
し
て
い
ま
す
。
転
移
に
よ
っ
て

四
肢
が
骨
折
し
た
場
合
は
手
術
が
有
効

で
、
骨
に
心
棒
を
入
れ
る
髄
内
釘
手
術
や

病
巣
部
を
切
除
し
人
工
関
節
を
入
れ
る
こ

と
で
、
元
の
よ
う
に
歩
い
た
り
使
っ
た
り

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

早
期
発
見
・
治
療
が
肝
心

骨
転
移
は
放
射
線
治
療
で
約
80
％
の
症

状
が
予
防
あ
る
い
は
緩
和
で
き
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
早
期
発
見
・
早

期
治
療
が
肝
心
で
す
。
現
在
、
が
ん
の
治

療
後
に
首
や
背
中
、
脇
、
足
に
痛
み
が
起

き
て
い
る
方
は
、
決
し
て
我
慢
を
せ
ず
に

す
ぐ
主
治
医
の
先
生
に
ご
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
骨
転
移
は
生
命
に
直
接
影
響
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
痛
み
や
骨
折
、
ま
ひ
、
活

動
の
制
限
な
ど
、
日
常
生
活
に
大
き
な
影

響
を
も
た
ら
し
ま
す
。
早
期
に
発
見
し
、

放
射
線
治
療
や
薬
物
治
療
、
手
術
、
リ
ハ

ビ
リ
を
積
極
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
患
者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
良
好
に
維
持

す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
す
。


